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背景と目的

背景
サービス産業において生産性を向上させるためには、顧客の価値観
やライフスタイルの多様化に合わせ、個々の要求に過不足なく対応
する「個別対応」が不可欠である。

本研究の目的
ID-POSデータ（購買履歴）と顧客アンケート（意識調査）と
いう異種データを融合し、顧客と商品の適切なカテゴリを発見
する手法を開発する。
発見されたカテゴリに基づき、顧客の購買行動を予測するシス
テムを構築する。
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潜在クラスモデルによるデータ融合

異種データ（ID-POSとアンケート）を統合するため、PLSIを拡張
した確率的生成モデルを提案する。
モデルの確率構造
顧客 xi、商品 yj、潜在顧客カテゴリ uk、潜在商品カテゴリ vl の同
時確率は以下のように定義される。

P (xi, yj , uk, vl) = P (uk)P (xi|uk)P (vl|uk)P (yj |vl) (1)

P (uk): 潜在顧客カテゴリの生起確率
P (xi|uk): 顧客カテゴリ uk に顧客 xi が属する確率
P (vl|uk): 顧客カテゴリ uk が商品カテゴリ vl を選好する確率
P (yj |vl): 商品カテゴリ vl に商品 yj が属する確率
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パラメータ推定

観測データ Nij （顧客 xi が商品 yj を購入した回数）に対する対数
尤度を最大化する。
対数尤度関数

L =
X∑
i

Y∑
j

Nij logP (xi, yj)

=
X∑
i

Y∑
j

Nij log

{
U∑
k

V∑
l

P (uk)P (xi|uk)P (vl|uk)P (yj |vl)

}
(2)

EMアルゴリズムで最大化
AICによりカテゴリ数 U, V を決定
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パラメータ推定

対数尤度関数

AIC = −2ℓ+ 2[Para] (3)

AICによりカテゴリ数 U, V を決定
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アンケートに基づく制約の導入

ライフスタイルカテゴリのスコアを以下のように定義する。
ライフスタイルスコア k の定義

L
(i)
k =

∑
Q

(i)
q ∈L(i)

k

Q
(i)
q

|Lk|
(4)

確率の定義

p(uk | xi) =
L

(i)
k∑

k L
(i)
k

, (5)

p(uk) =

∑
i L

(i)
k∑

i

∑
k L

(i)
k

, (6)

p(xi) =

∑
j Nij∑

i

∑
j Nij

. (7)
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カテゴリマイニングの結果

抽出された顧客カテゴリ
こだわり消費派
家庭生活充実派
節約消費派
アクティブ消費派
堅実消費派
パパっと消費派

抽出された商品カテゴリ
健康的
料理用
高品質
低価格

※ 提案モデルは、k-meansや従来 PLSIより高い性能
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カテゴリマイニングの結果



はじめに

提案手法

分析結果

予測モデル

結論

9/10

カテゴリベースの顧客行動予測

ベイジアンネットワークの構築
ノード：顧客カテゴリ、商品カテゴリ、状況変数（時間帯・季
節・安売り等）
条件下における購買確率を推論可能
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まとめと今後の展望

まとめ
ID-POSとアンケートを融合したカテゴリ発見法を確立
カテゴリに基づく状況依存型の購買行動予測システムを開発

応用と展望
小売サービス：顧客満足度向上・在庫最適化
EC・通販サービスにも展開可能
予測に基づくプロモーション設計、店舗支援の実証が今後の
課題
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